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 序 
イコノクラスム（726〜843 年）の終息により受肉論が確立すると、宗教的図像はもはや破壊も
非難もされなくなった。聖像を描く行為は神の受肉を証しするとされ、中期ビザンティンの画
家たちは何憚ることなく筆を振るいはじめる。画家は伝統的なイコノグラフィに範を求めつつ、
多くのヴァリエーションを生み出した1。他方、講話や讃美歌では以前に増してレトリックの重
要性が高まり、難解な教義や概念もイメージを介して平易に伝達できるようになる。こうして
神学が社会的に普及し2、教養あるビザンティン人は図像に神学を読み込むようになった。画家
がこうした観者の要求に応えた結果、多義的な解釈を許す複雑で精妙な図像が出現した3。 
イコノグラフィが多様化・複雑化する中、ビザンティン人は別個の図像を相互に関連づけて
いたと H・ベルティンクは指摘する。ベルティンクは死せるキリストを描いた「悲しみの人」図
像の研究において、受難を主題とする図像が受肉と聖餐のシンボリズムに結ばれつつ典礼の多
様な儀式や式文が喚起するイメージとの類似性を反映すること、典礼の実践を通じて解釈力を
培ったビザンティン人がこれらの図像に無限に連鎖するイメージを見いだしていたことを明ら
かにした4。ベルティンクによれば、画家の創造力は 12 世紀にピークに達し、聖母子像をはじめ、
受難と結ばれた様々な図像が創出された。 
では、どのような聖母子像が受難と関連づけられているのだろうか。具体的な作例を見てみ
よう。聖母子と受難と言えば誰もが引用するのがラグデラ、パナギア・トゥ・アラカ聖堂のア
ラキオティッサ（図 1）である。マリアの前傾姿勢や母と子が交わす眼差しに加え、受難具を持
つ天使が聖母子と受難を結びつけている。エレウサ型（図 2）も受難の文脈で捉えられるが、そ
れは幼子に頬を寄せるマリアの姿が後にキリストの骸に縋りつくマリアの姿を暗示するからで
ある5。 
 
                                                          
1 H. Belting, Bild und Kult: Eine Geschichte des Bildes vor dem Zeitalter der Kunst, München, 1990 (hereafter 
Belting, Bild und Kult), p. 263. 以下の文献略号は Eds. by A. Kazhdan et al., The Oxford Dictionary of Byzantium, 
3 vols., New York/ Oxford, 1991 に準拠する。 
2 この時期、皇帝をはじめ在俗の神学者が多数輩出する。当時の神学的趨勢に関しては A. P. Kazhdan and A. 
W. Epstein, Change in Byzantine Culture in the Eleventh and Twelfth Century, Berkeley, Los Angeles/London, 
1985, pp. 158-163 を参照。 
3 Belting, Bild und Kult, p. 265. 
4 Idem, Das Bild und sein Publikum in Mitteralter: Form und Funktion früher Bildtafeln der Passion, Berlin 
(hereafter Belting, Form und Funktion), 1981, p. 182. 
5 拙稿「エレウサ型聖母子像における受難の含意」『美術史研究』第 42 号（2004 年）130-135 頁。 
57 
 
 
 
図 1：アラキオティッサ 1192 年 ラグデラ パナギア・トゥ・アラカ聖堂 
図 2：エレウサ型：1316～1320 年 イスタンブール コーラ修道院 
図 3：オディギトリア型 12C 末 カストリア ビザンティン博物館 
図 4：オディギトリア型 13C 初頭 アテネ ビザンティン美術館 
図 5：オディギトリア型 14C アテネ ビザンティン美術館 
図 5 
姿勢だけでなく、憂いを含むマリアの表情も受難の指標とされる。図 3 のオディギトリア型の
表情が深い苦悩を表すのに対して、図 4 の表情を悲しげと評する研究者もいるが6、言われてみ
ればそう見えなくもないというのが率直な感想だろう。もう一例のオディギトリア型（図 5）も
往々にして受難の文脈で語られる作例ではある7。しかし、聖母子像だけを見る限り、どこが受
難を示すのかと首を傾げざるをえない。 
以上の作例は研究者でさえ聖母子像と受難を恣意的に結びつけていることを示している。確
かに、受難と結ばれる聖母子像には、抱擁や前傾姿勢、交錯する視線等、客観的にそれと分か
る受難の指標が認められる。しかし、憂いに満ちた表情といった主観的な基準が罷り通ってい
る――オディギトリア型を受難と関連づける際にとりわけ顕著になる――のもまた事実なので
ある。 
ところで、先の 5 作例の内、3 例に天使が描かれていたことに気づく読者はそう多くないだろ
う。本稿の主眼はまさにこれらの見落とされがちな天使にある。ベルティンクは天使の受難具
                                                          
6 D. Mouriki, “A Thirteenth-Century Icon with a Variant of the Hodegetria in the Byzantine Museum of 
Athens,” DOP 41 (1987), pp. 403-414, esp. p. 413. 
7 Ch. Baltoyanni, “The Mother of God in Portable Icons,” in : Mother of God: Representation of the Virgin in 
Byzantine Art, exh. cat., ed. by M. Vassilaki, Athens, Benaki Museum, 2000 (hereahter Mother of God), p. 152. 
図 1 図 3 図 4 図 2 
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こそがアラキオティッサ自体に付加された微細な受難の指標がもつ意味を明確化すると述べる8。
ベルティンクの指摘は受難具を持つ天使のみに留まるものの、ビザンティンでは様々な天使を
伴う聖母子像が制作されているため、天使が聖母子の含意を補強するという見解は示唆に富む
と言えよう。しかし、これまで天使は「添えもの」として等閑視されてきたため、聖母子像に伴
う天使の意味や役割を論じる先行研究は寡聞にして知らない。 
そこで、本稿では、まず筆者が収集した天使を整理・分類した後、聖母子と天使の関係を初
期ビザンティン（5〜8C）・中期ビザンティン（9〜12C）・後期ビザンティン（13〜15C）と年
代を追って概観する。以上の手続きを経て、ベルティンクの指摘から漏れた天使も抱擁や前傾
姿勢と同じく客観的な受難の指標となることを示すのが本稿の到達目標である。 
これまでに筆者が収集した天使 150 例のデータについては本稿末尾の表を参照されたい。聖母
子像に伴う天使はアトリビュートにより次の通り分類される。（1）受難具（ac ＝ arma Christi）。
（2）礼拝（ad ＝ adratio）。（3）香炉（ce ＝ censer）。（4）手を覆う（mv ＝ manibus velatis）。
（5）宝玉（ob ＝ orb）。（6）笏杖（sc ＝ sceptre）。以上の 6 種の天使を年代別に整理したの
が下表 1「聖母子像に伴う天使の年代別分布」である。 
 
  5C 6C 7C 8C 9C 10C 11C 12C 13C 14C 15C   
ac               1   1  1 3 
ad   1    2 2  4  1  2 4  11  2 29 
ce                 1    5 6 
mv           4  2  4 6  21  7 44 
ob 1  1            1 1  6  1 11 
sc 1  14  4  1 6  7  8  4 5  3  3 57 
?                  1    1 
  2  16  4  3 8  15  11  12 17  43  19 150 
表 1 聖母子像にともなう天使の年代別分布 
                                                          
8 Belting, Form und Fonktion, pp. 178-181. ベルティンクが指摘する微細な受難の指標とは以下の通りである。
（1）図像の配置。本作例は北壁の洗礼者ヨハネと預言者シメオンに対置される。両者ともキリストを「犠牲
の子羊」と預言したため、この配置は受難を示唆すると解釈しうる。（2）ケカリトメニ Κεχαριτωμένηの銘。
「恩寵満ちたる者」を意味するこの尊称は、6 世紀のロマノス・メロドスのコンタキオンにおいて初めて受難
と結びつけられた。この聖歌で、十字架上のキリストが足下で涙を流すマリアを「恩寵満ちたる者と呼ばれ
るのだから、泣くのをやめてその名に相応しいことを示しなさい」と叱咤する。（3）奉納銘文。寄進者レオ
ンはマリアに執り成しの際「数多の涙」を流すように祈願している。（4）マリアの姿勢。マリアは頭を幼子
に傾けて視線を交わし、両腕で幼子を抱える。この両腕の形は典礼で用いるパテナやラビスを暗示する。（5）
幼子の姿勢。くつろいで横たわる幼子は当時エマヌイル・アナペソンと呼ばれていた。この姿勢は死と眠り
を意味し、墓所のキリスト、つまり将来の受難を予見させる。さらに幼子の諭すような仕種は、ケカリトメ
ニの銘との関連から、マリアに将来の受難を予告していると解される。（6）受難具を手にして聖母子を礼拝
する天使。12 世紀、ノヴゴロド、マンディリオン・イコンの裏面でも、二人の大天使が同じように受難具を
捧げて十字架を礼拝している。この天使は聖母子像と十字架が崇敬対象として互換性を持つことを示してい
る。 
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無論、資料の残存数が当時の状況を忠実に反映するとは明言できないが、初期・中期・後期
と年代毎にイコノグラフィの推移や傾向を読み取れる点で興味深い結果となった。以下、作例
数が抜きんでて多い 2種類の天使、すなわち手を覆う天使と笏杖を持つ天使を軸に、資料の示す
ところを見ていこう。 
初期ビザンティン（5〜8C）：笏杖を持つ天使の優位 
表1によれば、初期ビザンティンにおいて聖母子像に添えられた天使は礼拝・宝玉・笏杖の3種
類であり、中でも笏杖を持つ天使が25件中20件と圧倒的な多数を占める。この資料上の偏りは何
に起因するのかだろうか。本節では天使が手にした笏杖が意味するところを明らかにし、聖母子
像との関係を探ってみよう。 
キリスト教美術において、マリアが中心的な主題として描かれるようになったのは5世紀のこと
である。初期ビザンティンを通じて、神学者たちは神であり人であるキリストの存在のあり方、
すなわち神の受肉をめぐって論争を繰り広げた。エフェソス公会議（431年）によりマリアが生神女
テ オ ト コ ス
と宣言されると、聖堂装飾をはじめ、あらゆる支持体にマリアが描かれるようになった。しかし
ながら、H・マグワイアが指摘するように、この時期の美術におけるマリアの役割は神の受肉を
想起させることに留まり、マリアが登場する主題も受肉にまつわる受胎告知や降誕といったキリ
スト幼児伝が中心となる9。例えば、クリスチャン・シュミット・コレクションのエンコルピオン 
                                                          
9 H. Maguire, “The Cult of the Mother of God in Private,” in: Mother of God, p. 285. 
図 6：エンコルピオン 6～7C ミュンヘン クリスチャン・シュミット・コレクション 
図 7：メダイヨン 6C ワシントン D.C. ダンバートン・オークス研究所 
図 8：象牙浮彫 6C 前半 ロンドン 大英博物館 
図 8 図 7 図 6 
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（図6）10は左下の「エリサベト訪問」、右下の「降誕」、上段の「受胎告知」の3場面から構成さ
れるが、いずれもキリスト幼児伝から抜粋されたエピソードである。ここでは特に「受胎告知」
において大天使ガブリエルが笏杖を持っていることに注目したい。 
古代地中海世界において笏杖は権威の象徴であった。王や神官が自らの権威を示すために笏杖
を用いた例は、かの『イリアス』第１歌の至る所で見いだせる。娘クリセイスの身柄を引き受け
に訪れたクリセスに対し、アガメムノンはアポロンの聖なる標を結んだ老祭司の笏杖をものとも
せず恫喝し11、後段ではアキレウスもネストルも笏杖を王権がゼウスに託されたことの証とする12。
笏杖は主君の権威の下にその意を告げる伝令の象徴でもある。神々の使者ヘルメスがキリキオン
κηρύκειονという2匹の蛇をあしらった笏杖をアトリビュートとすることがその端的な例であり、
ローマの伝令官が同様の笏杖（カドゥケウスcaduceus）を持つことも周知の通りである13。 
ここで話を先のエンコルピオンに戻せば、ガブリエルもまたマリアに神意を告げる神の遣いで
あったことが直ぐさま思い出されよう。神の伝令という天使本来の役割に鑑みれば、受胎告知の
ガブリエルに留まらず、キリスト幼児伝に描かれた笏杖の天使も神の到来を告げる役割を帯びて
いると解釈を広げることができよう。 
ダンバートン・オークス研究所のメダイヨン（図7）14も、左下に「降誕」、右下に「マギの礼拝」
と、先のエンコルピオンに似た構成を取るものの、こちらの作例では受胎告知に代わって聖母子
坐像が上段に大きく配される。両脇に天使を従える聖母子が護衛官
リ ク ト ル
に警護されるローマ期の要人
のイメージに重なるのは明らかだが、こうした説話的な文脈を持たないイコン的な図像を降誕と
マギの礼拝の上に配置したのは、これらの出来事の意義を一つの図像に象徴的に集約させるため
だろう。他方、大英博物館の象牙浮彫（図8）15では、もはや「降誕」は下方に小さく添えられる
に過ぎず、画面の大半を費やして聖母子坐像が描かれる。笏杖の天使に加えてマギも周囲に配す
ることで聖母子坐像を「マギの礼拝」の文脈に取り込むと同時に、聖母子を指し示す天使が観者
をも事件の目撃者として物語の世界に誘う効果を上げている。いずれの作例も笏杖を持つ天使が
キリスト幼児伝と不可分の関係にあり、観者に神の受肉を告げる役割を担っていることを示して
いる。 
中期ビザンティン（9〜12C）：天使の多様化 
中期においても、46例中25例と笏杖の天使が多数を占めるが、それは初期に確立した伝統を継
                                                          
10 Mother of God, pp. 290-291, cat. no. 10. 
11 Homeros, Iliad, 1, 22-32. 
12 Ibid., 1,223-244 and 253-284. 
13 Livius, Ab Urbe Condita, tom. 8, ch. 20, 4. 杖はしばしば旅人の象徴にも転用されるが、それはローマの伝令
官が「旅人 viator」とも呼ばれたことに由来するのだろう。Cf. Cicero, Cato Maior De Senactute, 16. 
14 A. Yeroulanou, “The Mother of God in Jewelly” in Mother of God, p. 228. fig. 172. 
15 G. A. Wellen, Theotokos: eine ikonographische Abhandlung über das Gottesmutterbild in frühchristlicher Zeit, 
Utrecht / Antwerpen, 1960, p. 71, fig. 11. 
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承した結果と解せよう。ただし、中期の資料状況が決定的に初期と異なるのは、天使のアトリビ
ュートが多様化し、受難具を持つ天使や手を覆う天使が出現したことである。この天使の多様化
はイコノクラスム以後になされた聖母子像の再解釈に並行する現象と考えられる。 
宗教絵画の是非が問われたイコノクラスムにおいて、俎上に載せられたのは人像表現の根拠と
なるキリストの人性である。それに対し、宗教的図像の支持派はこれを擁護すべく受難とマリア
を強調した。というのも、磔刑を核とする受難はキリストが死すべき人間でもあることを示す最
良の主題であり、キリストの人性は母のマリアに由来するからである。それゆえ、受難で露わに
なるマリアの悲しみはキリストが人として生を受けたことを確証するとされ、受難を主題とする
講話や図像においてマリアは母性的な感情に溢れる女性として造形されるようになる16。 
イコノクラスム以後に感情表現を備えた聖母子像が普及したのは、もっぱら受肉の表象として
捉えられてきた聖母子像にも受難と悲嘆の要素が求められたことを反映すると考えられる。笏杖
の天使は受肉にこそ密接に関わるものの、受難の文脈で聖母子像を解するには事足らずとされた
かもしれない。そこで、聖母子像に加えられた受難の指標を補強しうる天使像が模索された結果、
受難具を持つ天使や手を覆う天使が新たに描かれるようになったのではないだろうか。受難具の
天使は既にベルティンクが論じているので割愛し17、本稿ではこれまで一顧だにされなかった手
を覆う天使が何ゆえ受難の指標たるのかという問題に焦点を当てたい。 
外 衣
イマティオン
や布で覆った手を差し出す姿勢は古代ローマでは「マニブス・ウェラーティス」と呼ば
れた。この姿勢は敬意の表明だけでなく貴重品の授受も意味し、例えばプラウトゥス『アンフィ
トリオン』には、アンフィトリオンの攻囲に耐えかねたタフォス人が降伏の徴として覆った手で
オリーブの枝を差し出す行がある18。古典期の証言こそ少ないものの、貴重品の授受という意味
は初期キリスト教美術にも継承され、図8のマギをはじめ、至る所でこの姿勢を見いだせる19。 
マニブス・ウェラーティスについて、近年ではローマ期の宗教儀礼との関連が指摘されている。
P・ヘルツによれば、神々への犠牲は清潔な手で捧げられねばならないため、ローマ人は犠牲式
の前に布で手を覆い隠していたという20。キリスト教美術において、この「マニブス・ウェラー
ティス＝犠牲」という図式を具現化するのが「神殿奉献」の預言者シメオンである21。シメオン
が手を覆う姿で描かれた「神殿奉献」は5世紀前半のサンタ・マリア・マッジョーレ聖堂凱旋門障
壁を嚆矢に、中期以降になるとギュリュ・デレのアイヴァル・キリッセ（913〜920年、図9）等、 
                                                          
16 I. Kalavrezou, “Images of the Mother: When the Virgin Mary Became Meter Theou,” DOP, 44(1990), pp. 
168-170, esp. p. 169.  
17 上註 8 参照。 
18 Plautus, Amphitruon, 1, 1, 101. 
19 ナポリ大聖堂洗礼堂のドームに描かれた法を授かるペテロ（5 世紀初頭）、ローマ、サンティ・コスマ・エ・
ダミアーノ聖堂のキリストに花冠を捧げるコスマス（526～530 年頃）がその好例となろう。 
20 P. Herz, “Sacrifice and Sacrifical Ceremonies of Roman Imperial Army,” in ed. by A. I. Baumgarten, 
Sacrifice in Religious Experience, Leiden/Boston, 2002, p. 94, n. 21. 
21 Cf. H. Maguire, “The Iconography of Symeon with the Christ Child in Byzantine Art,” DOP 34-35 
(1980-1981), pp.261-269. 
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図 9：神殿奉献 913～920 年  
ギュリュ・デレ アイヴァル・キリッセ 
図 10：磔刑イコン 9C アテネ  
ビザンティン美術館 
図 11：図 10 部分 
図 12：悲しみの人（図 3 裏面）  
12C 末 カストリア ビザンティン博物
館 
図 13：図 3 部分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
枚挙に暇がない。神殿奉献が受難の予告を記念する出来事であることを想起するなら、シメオン
がイマティオンで両手を覆うのは「犠牲＝幼子」を受け取るためと解釈できよう。 
筆者が知る限り、手を覆う天使はアテネ、ビザンティン美術館の磔刑イコン（図10）に初出す
る。イコノクラスム以前の磔刑ではいわゆる「勝利のキリスト」を描くのが主流だったが、同作
例は瀕死のキリストを力無くうなだれる腰布一枚の姿で描いた最初期の作例としても知られる。
先の議論を踏まえれば、布を捧げ持つ両手を差し出した天使（図11）が受け取るのも、やはり贖
罪の犠牲となったキリストと解するのが自然だろう。イコノクラスムの余韻冷めやらぬ9世紀に描
かれたアテネの磔刑イコンは、画家が人性擁護の立場をいち早く絵画制作に盛り込んだ作例と位
置づけられる。 
冒頭で見たカストリアのオディギトリア型（図3）にも上両端に手を覆う天使が配されている。
この聖母子像は悲しみに歪む表情と裏面に描かれた「悲しみの人」（図12）により受難と不可分に
結ばれている。ベルティンクの説くように、ビザンティン人が別個の図像を相互に参照してイメ
ージの連鎖を見いだしていたならば、このオディギトリア型とアテネの磔刑図に同じ姿の天使が
図 13 
図 9 図 10 
図 12 
図 11 
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添えられたのは両者が受難の文脈で互換的に理解されていたためであり、それゆえに手を覆う天
使を受難の指標として捉えうるのである。 
後期ビザンティン（13〜15C）：手を覆う天使の優位 
後期ビザンティンでは収集資料に興味深い変化が現れる。中期まで最多を占めた笏杖の天使が
11例と減少し、代わって手を覆う天使が34例と首位が交代するのである。巻末の収集資料一覧表
からは、後期には頬を寄せ合う抱擁に受難を読み込まれたエレウサはもとより、様々なタイプの
聖母子像に手を覆う天使が添えられるようになったと知れる。 
中でも、オディギトリア型が13例と最も多く、興味深いことにその全てがイコンなのである。
ベルリン国立博物館所蔵の『ハミルトン詩篇』挿絵（図14）には、人々がイーゼルに据えられた
オディギトリア型イコンを崇敬する様子が描かれているが22、このオディギトリア型の上左右に
小さく手を覆う天使が描き込まれているのである。画中画のごく小さなイコンにすら描き込まれ
ているところを見ると、後期にはオディギトリア型のイコンと手を覆う天使の組み合せはなかば
常識化していたようにも見える。 
オディギトリア型と手を覆う天使を組み合わせたイコンの裏面には、カストリアの作例と同様、
しばしば磔刑や悲しみの人といった受難を主題とする図像が描かれた。冒頭で見たオディギトリ
                                                          
22 A. W. Carr, “The Mother of God in Public,” in Mother of God, pp. 388-389, pl. 54. 
図 14：『ハミルトン詩篇』挿絵（Hamilton 119, fol. 39v）1300 年頃 ベルリン国立博物館銅版画展示室 
図 15：磔刑（図 5 裏面）14C アテネ ビザンティン美術館 
図 16：ブラケルニティッサ型と手を覆う天使 1271 年 マナスティル スヴェティ・ニコラ聖堂 アプシス 
図 15 図 14 
図 16 
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ア型（図5）について「往々にして受難の文脈で語られる」と紹介したが、種を明かせば実は裏に
磔刑図（図15）が描かれているのである。表のオディギトリア型が裏の磔刑を予見させ、裏の磔
刑図が表の幼年期のキリストを想起させるという具合に、両面を相互に参照することで受難の物
語が完結する構成を取る。この種の両面イコンは、オディギトリア型を受難との関連で描く場合
には、その受難の含意を補強すべく、手を覆う天使を加える習慣が定着していたことを物語って
いる。 
しかし同時に、収集資料一覧表には手を覆う天使が書き添えられた聖母子坐像やブラケルニテ
ィッサ型（図16）も散見されるが、これらの聖母子像も受難の文脈で捉えるべきだろうか。筆者
はこの立場にいささか疑問を抱いている。というのも、前傾姿勢や交錯する視線等、受難の指標
が付加されうるオディギトリア型とは異なり、正面性の強い聖母子坐像やブラケルニティッサ型
には指標を加える余地がないからである。天使の役割はあくまでも聖母子像に付加された受難の
指標を補強することにあり、受肉を聖母子像の第一義とする初期ビザンティン以来の伝統に鑑み
るならば、指標のない聖母子像を受難と関連づけることには無理があろう。 
では、なぜ後期ビザンティンでは、手を覆う天使が聖母子坐像やブラケルニティッサに添えら
れたのだろうか。この問題は典礼との関連により明らかになる。聖母子坐像やブラケルニティッ
サ型と手を覆う天使の組み合わせは聖堂装飾のみ、そしてその大半がアプシスに見いだされる。
聖堂装飾プログラムにおいて、アプシスは受肉を表象する場であるのみならず、聖体に関する儀
式が行われる実際的な祭祀空間でもある。 
例えば、パンとワインをアプシスに搬入する大聖入と呼ばれる行進儀式は受難とエルサレム入
城を象徴し、主祭壇に移されたパンとワインは罪を贖うキリストの血と肉に変化するというよう
に、アプシスで執り行われる儀式は受難や犠牲の概念と不可分な関係にある。さらに、後期ビザ
ンティンになるとアプシスの前面に大規模なイコノスタシスが導入されたのと相まって、聖変化
の秘蹟は会衆の視線から完全に覆い隠されるようになった。こうした要素を考慮に入れれば、手
を覆う天使が聖母子坐像やブラケルニティッサ型に添えられたのは、密室と化したアプシスにお
いて執行される儀式の意義を観者に図解し、聖体拝領に際して会衆が取るべき模範的な態度を教
示するためと考えられる。 
結語 
以上、聖母子像に伴う天使の役割について笏杖の天使と手を覆う天使を軸に年代を追って概観
した。収集資料を通時的に眺めると「初期：笏杖を持つ天使の優位 → 中期：天使像の多様化 →  
後期：外衣で手を覆う天使の優位」という推移が見られた。笏杖の天使が降誕等の受肉に関わる
説話図像の必須要素であることから、これを伴う聖母子像は常に受肉との関連で理解される。対
して、中期になると、新たに受難具を持つ天使や手を覆う天使が聖母子像に添えられ、前傾姿勢
や抱擁、交錯する視線等、聖母子に付された受難の指標の意味を補強する。とりわけオディギト
リア型と受難はこれまで恣意的に結びつけられてきた感があるが、本稿を通して天使の役割が明
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確になったことで、手を覆う天使を聖母子と受難を結ぶ客観的な指標と位置づけることができる。 
聖母子像に伴う天使は、画面の内部で受肉や受難の物語を完結させたり、典礼の意義を図解し
て模範的信徒の態度を教示したりと、複数の役割を担っていた。この天使の果たす役割という視
点をもって天使が登場する他の場面も見直すと、これまで添え物として等閑視されてきた天使が
ビザンティン美術で果たした本質的役割が朧気ながら見えてきたようにも思える。例えば、受胎
告知や空の墓では天使が神の遣いとして神意を告げるが、そこで天使は重要な役割を担う一登場
人物として物語に深く関与する。他方、磔刑やエピタフィオス・トレノスでは涙を隠すように袂
で顔を覆ってキリストの死を悼み、作品がビザンティン人に喚起させたであろう感情を代弁して
いる。こうした天使の役割は、ある時は登場人物の一人、ある時は物語の解説者、またある時は
作者や観衆の代弁者の役目を果たすギリシア演劇の合唱隊
コ ロ ス
をも想起させる。天使は決してその他
大勢のエキストラではなく、図像とどのように向き合い、読むべきか、観者にそうした指標も与
えるコロスの役割を果たしているのである。 
 
［付記］本稿は研究活動スタート支援（「後期ビザンティン（13〜15C）におけるエレウサ型聖
母子像の受容」菅原裕文）及び基盤研究（B）（「バルカン半島中西部における文化的多様性の歴
史的研究」代表：益田朋幸）のための平成 23 年度文部科学省科学研究費補助金による研究成果
の一部をなす。 
 
収集資料一覧表 
凡例 
1 the Virgin 
Bla. ＝ Blachernitissa（両手を広げオランスの姿勢をとる正面観のマリア単独像・聖母子像） 
Dex. ＝ Dexiokratousa（右腕に幼子を抱くオディギトリア型の亜種） 
Ele. ＝ Eleousa（頬を寄せ合う聖母子像） 
Enth. ＝ Enthroned（聖母子坐像） 
Gal. ＝ Galaktotorophousa（授乳する聖母子像） 
Kyr. ＝ Kyriotissa（幼子を胸に抱く正面観の聖母子立像・半身像） 
Odi. ＝ Odigitria（左腕に幼子を抱く聖母子像） 
Pel. ＝ Pelagonitissa（人間的な感情表現を誇張したエレウサ型の亜種） 
 
2. Support  3. Date 
AM ＝ Ampulla  ca. ＝ circa 
EN ＝ Enkolpion  e. ＝ early 
FR ＝ Fresco  l. ＝ late 
IC ＝ Icon  m. ＝ middle 
IV ＝ Ivory  1/2 ＝ 1st half 
MO ＝ Mosaic  2/2 ＝ 2nd half 
MS ＝ Manuscript  1/4 ＝ 1st quater 
RL ＝ Relief     
TX ＝ Textile     
66 
 
1）初期ビザンティン 
Angel Viegin Supp. C Date City / Town Church / Mons. / Mus. Loc. 
Sc Enth. FR 5 5-6C Rome S. Maria Antiqua Nave 
Ob Enth. FR 5 5-7C Bawit Mons. Apollon Chapel no. 28 Apse 
Ad Dex. IV 6 6C Milano Castello Sforzesco   
Ob Enth. IV 6 6C Berlin Mus. Spätant. und byz. Kunst   
Sc Gal. FR 6 6-7C Saqqarah Mons. Jelemias Cell A Apse 
Sc Gal. FR 6 6-7C Saqqarah Mons. Jelemias Cell no. 1725 Apse 
Sc Ele. IV 6 6C Baltimore The Walters Art Gallery.   
Sc Enth. IC 6 6C Mt. Sinai Mons. Ag. Aikaterini   
Sc Enth. AM 6 6C Monza Museo del Duomo   
Sc Enth. IV 6 6C Mainz Kloster E. Eriwan bzw.   
Sc Enth. IV 6 6C Paris Biblioteque Nationale   
Sc Enth. MO 6 543-553 Poreć Basilica Euphrasiana Apse 
Sc Enth. MO 6 ca. 561 Ravenna S. Apollinare Nuovo North Wall 
Sc Enth. EN 6 583-584 Washington Dumbarton Oaks   
Sc Enth. IV 6 6C1/2 London British Mus.   
Sc Enth. IV 6 6-7C Saulieu St. Andoche   
Sc Enth. TX 6 6-7C Cleveland The Cleveland Mus. of Art   
Sc Enth. MO 6 6-7C Lythrankomi Panagia Kanakaria Apse 
Sc Odi. MO 7 7C Kition Panagia Angeloktisti Apse 
Sc Enth. MO 7 7C Thessaloniki Ag. Dimitrios North Aisle 
Sc Enth. IC 7 7C? Rome S. Maria in Transtevere   
Sc Enth. FR 7 7C Saqqarah Mons. Jelemias Cell no. 1727 Apse 
Ad Enth. FR 8 705 Rome S. Maria Antiqua Apse 
Ad Enth. FR 8 8-9C Kızır Çukur Ag. Ioachim kai Anna Bema 
Sc Enth. FR 8 8-9C Rome S. Ermete Apse 
 
2）中期ビザンティン 
Angel Viegin Supp. C Date City / Town Church / Mons. / Mus. Loc. 
Ad Enth. MO 9 818 Rome S. Maria in Dominica Apse 
Ad Enth. FR 9 9C2/2 Ihlara Eğri Taş Kilise North Wall 
Sc Odi. IC 9 9C Tbilisi Shalva Amiranashvili Mus.   
Sc Kyr. MO 9 840 Nicaea Koimisis   
Sc Enth. MO 9 867 Istanbul Ag. Sophia Bema 
Sc Enth. FR 9 9C Kızır Çukur Ag. Nicetas tou Stylitou Apse 
Sc Enth. FR 9 l.9C Hal Dere No.1 Apse 
sc Enth. FR 9 9C2/2 Ihlara Eğri Taş Kilise Apse 
ad Enth. IV 10 l. 10C Cleveland The Cleveland Mus. of Art   
ad Enth. FR 10 ca.965 Çavsin Dovecote Diaconikon 
ad Enth. FR 10 m.10C Serime Doğan Yuvası Mevkiinde Apse 
ad Bla. FR 10 l.10C Ihlara Eski Baca  Apse 
mv Kyr. FR 10 e.10C Göreme No. 15a Prothesis 
mv Enth. FR 10 e.10C Güllü Dere No. 1 Bema 
mv Enth. FR 10 976-1025 Berisırma Direkli  Prothesis 
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mv Bla. FR 10 e.10C Göreme No. 15a Diaconikon 
sc Odi. FR 10 10C2/2 Berisırma Ballı Kilise Diaconikon 
sc Kyr. FR 10 l.10 Ihlara Sümbüllü Kilise Apse 
sc Enth. FR 10 10C1/2 Göreme El Nazar Apse 
sc Enth. FR 10 10C2/2 Avcılar No. 1 Orta Mahalle Kilisesi Apse 
sc Enth. FR 10 m.10C Balkan Dere No. 2 Apse 
sc Enth. FR 10 10 1/2 Soğanlı Ballı (Ballık) Prothesis 
sc Enth. FR 10 10C2/2 Kastoria Agg. Anargyroi Apse 
ad Bla. FR 11 1028 Thessaloniki Panagia Chalkeon Apse 
mv Enth. FR 11 11C Ohrid Sv. Sofija Bema 
mv Ele. FR 11 m.11C Soğanlı Tahtalı Kilise/ Ag. Barbara Entrance 
sc Bla. FR 11 e.11C Kakopetria Ag. Nikolaos tis Stegis Apse 
sc Enth. MO 11 11C Trieste S. Giusto Apse 
sc Enth. FR 11 m.11C Avcılar No. 2 Panagia Apse 
sc Enth. FR 11 m.11C Ortahisar Hallaç Manastır Apse 
sc Enth. FR 11 l.11C Strumica Mons. Veljusa Apse 
sc Ele. FR 11 m.11C Göreme Çarıklı Kilise Wall 
sc Ele. FR 11 m.11C Göreme Karanlık Kilise Entrance 
ac Dex. FR 12 1192 Lagoudera Panagia tou Araka South Wall 
ad Enth. RL 12 1183-1197 Studenica Bogorodica Entrance 
ad Enth. FR 12 1191 Kurbinovo Sv. Giorgi Apse 
mv Pel. IC 12 m.12C Mt. Sinai Mons. Ag. Aikaterini   
mv Odi. IC 12 l.12C Kastoria Byzantine Mus.   
mv Dex. IC 12 l.12 Thessaloniki Mons. Vlatadon   
mv Bla. FR 12 1170's? Kastoria Ag.Nikolaos tou Kasnitzi Apse 
ob Bla. IC 12 l.12C Moscow Tret'iakov Gallery   
sc Odi. FR 11 11C Ohrid Sv. Nikola Čydotvorec Apse 
sc Kyr. MO 12 12C1/2 Gelati Mons. Gelati Apse 
sc Kyr. IC 12 12C Veroia Byzantine Mus.   
sc Enth. IC 12 l.12 Veroia Archaeological Muse.   
sc Enth. FR 12 1192 Lagoudera Panagia tou Araka Apse 
 
3）後期ビザンティン 
Angel Viegin Supp. C Date City / Town Church / Mons. / Muse. Loc. 
ad Bla. IC 13 13C Mt. Sinai Mons. Ag. Aikaterini   
ad Bla. FR 13 1208/09 Studenica Presveta Bogorodica Apse 
ad Bla. FR 13 1280 Ohrid Sv. Jovan Kaneo Apse 
ad? Odi. IC 13 e.13C Thessaloniki Mons. Vlatadon   
ce Bla. FR 13 1280 Moutoulas Panagia tou Moutoula Apse 
mv Odi. IC 13 13C Kalopanagiotis Mons. I. Lampadistis   
mv Odi. IC 13 e.13C Mt. Sinai Mons. Ag. Aikaterini   
mv Odi. IC 13 l.13C Moscow Tret'iakov Gallery   
mv Ele. RL 13 13C Venice S. Marco   
mv Bla. FR 13 1200 Varoš Sv. Nikola Apse 
mv Bla. FR 13 1271 Manastir Sv. Nikola Apse 
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ob Enth. FR 13 1259 Boyana Boyanska Crkva Apse 
sc Enth. FR 13 13C Thessaloniki Chapel Ag. Euthymios Apse 
sc Enth. FR 13 1259-1264 Kastoria Panagia Mavriotissa Apse 
sc Enth. IC 13 e.13C Bari Basilica di S. Nicola   
sc Enth. IC 13 ca. 1290 Washington The National Gallery of Art   
? Enth. FR 14 14C Mystra Chapel Ag. Ioannis Apse 
ac Pel. FR 14 1376 Sušica Markov Manastir Entrance 
ad Odi. IC 14 14C2/2 Athens Byzantine Mus.   
ad Odi. IC 14 14C3/4 Veroia Ag. Prokopios   
ad Odi. IC 14 l.14C Thessaloniki Mons. Vlatadon   
ad Enth. FR 14 ca.1385 Senje Ravanica Mons. Apse 
ad Enth. FR 14 m.14C Karan Bela Crkva Apse 
ad Ele. IC 14 14C3/4 Veroia Ag. Basileios   
ad Bla. FR 14 14C Asinou Panagia Phorbiotissa Apse 
ad Bla. FR 14 1376 Sušica Markov Manastir Apse 
ad? Enth. FR 14 1349-1380 Mystra Ag. Sophia Prothesis 
ad? Enth. FR 14 l.14 Mystra Evangelistria Apse 
mv Pel. IC 14 e.14C Mt. Athos Mons. Philotheou   
mv Odi. MS 14 ca.1300 Berlin Staatliche Mus.  
mv Odi. IC 14 e.14C Ohrid IC Gallery   
mv Odi. IC 14 e.14C Athens Byzantine Mus.   
mv Odi. IC 14 14C Naxos Panagia Theoskepati   
mv Odi. IC 14 14C Mt. Athos Mons. Hilandar   
mv Odi. IC 14 m.14C Thessaloniki Mons. Vlatadon   
mv Odi. IC 14 14C3/4 Thessaloniki Byzantine Mus.   
mv Enth. FR 14 1310-1314 Thessaloniki Agg. Apostoloi Entrance 
mv Enth. FR 14 1316-1318 S. Nagoričane Sv. Giorgi Apse 
mv Enth. FR 14 1388/89 Matka Sv. Andrea Apse 
mv Enth. FR 14 ca.1310 Mystra Panagia Odigitria Apse 
mv Enth. FR 14 1399 Aleksinac Lipovac Mons. Apse 
mv Ele. IC 14 e.14C Tinos Evangelistria   
mv Dex. IC 14 e.14C Ohrid Icon Gallery   
mv Bla. FR 14 1315-1320 Thessaloniki Ag. Nikoraos Orphanos Apse 
mv Bla. FR 14 ca.1310 Mystra Panagia Odigitria  Entrance 
mv Bla. FR 14 ca.1330 Peć Patriarshia Entrance 
mv Bla. FR 14 1359/60 Kastoria Taxiarchis Mitropoli Apse 
mv Bla. FR 14 1320 Banjani Sv. Nikita Apse 
mv Bla. FR 14 14C Banjani Sv. Ilija Apse 
ob Enth. FR 14 b.1360 Treskavec Mons. Treskavec Apse 
ob Enth. FR 14 1314 Studenica Kraljeva Crkva Apse 
ob Enth. FR 14 ca.1371 Jagodina Jošanica Mons. Apse 
ob Bla. FR 14 1387 Pavrica Nova Pavrica Mons. Apse 
ob Bla. FR 14 1336/46 Ohrid Sv. Nikola Bolnički Apse 
ob Bla. FR 14 1378 Ohrid Mal Sv. Kliment Apse 
sc Enth. FR 13 1238-63 Trabzon Agia Sophia Apse 
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sc Enth. FR 14 1350-1375 Mystra Panagia Peribleptos Apse 
sc Enth. FR 14 ca.1330 D. Kamenica Presveta Bogorodica  Apse 
sc Bla. FR 14 1365-1371 Psača Sv. Nikola Apse 
sc Bla. FR 14 14C Asenovgrad Bogoroditsa Petrichka Apse 
ac Odi. FR 15 1495 Kastoria Panagia Koubelidikli Entrance 
ad Enth. FR 15 15C Smederevo Uspenja Bogorodice Apse 
ad Bla. FR 15 15C Pobožje Bogorodica Apse 
ce Enth. FR 15 l.15C Koilani Ag. Mavri Apse 
ce Bla. FR 15 1474 Pedoulas Archangelos Michael Apse 
ce Bla. FR 15 1494 Platanistasa Stavros tou Agiasmati Apse 
ce Bla. FR 15 1495 Louvaras Ag. Mamas Apse 
ce Bla. FR 15 ca.1400 Kalopanagiotis Mons. I. Lampadistis Apse 
mv Pel. IC 15 ca.1400 Nicosia Byzantine Mus.   
mv Pel. IC 15 1436-1457 Athens Byzantine Mus.   
mv Pel. IC 15 15C1/2 Skopje National Mus.   
mv Odi. IC 15 1400-1405 Skopje National Mus.   
mv Odi. IC 15 l.15 Thessaloniki Mons. Vlatadon   
mv Ele. IC 15 ca.1400 Kastoria Byzantine Mus.   
mv Ele. IC 15 15C Athens Byzantine Mus.   
ob Bla. FR 15 1477 Ohrid Sv. Konstantin i Helena Apse 
sc Odi. TX 15 1498 Moscow State Historical Mus.   
sc Enth. FR 15 1492 Mystra Panagia Pantanassa Apse 
sc Ele. FR 15 1475-1479 Moscow Cathedral of Uspensky Entrance 
 
